
　 　

 　

 

  【 児童の姿勢 ・ 教師の姿勢 】

つなげる

「 こころのふるさと 藤尾小　～子どもたちの、地域の、先生の～ 」

　 　○ 家庭、地域、関係機関の連携協力　　　　　 ○ 地域に学び連携する教育活動
　　 ○ 開かれた学校づくり　　　　　　　　　　　　 　　○ 子どものニーズに応じた特別支援教育

 　　 ・学校運営協議会（コミュニティスクール）　     ・藤尾っ子見守り隊（毎週）
　　　・安全パトロール 　  　・ゲストティーチャー 　   ・藤尾学区民夏祭り
      ・ふれあい給食        ・子ども学習広場（長期休業期間）　　・たてわり活動の充実
    　・教育相談（就学相談）活動の充実      ・家庭学習の手引き

◎児童にとって、教師にとって学びがい・やりがいのある授業を目指す

◎ 危機管理意識を高め（させ）、命と人権を守る

◎  いじめはしない、させない、見逃さない（許さない）

◎ 皇子山ブロック１中４小・保幼小中でつながる

◎ 仲良く、助け合い、温かい心で人に接する

　　【確かな学力】
○基礎・基本の徹底
○魅力的な授業の創造と研究の推進
○コミュニケーション能力の育成
○学校・家庭での学習習慣の定着

　【豊かな人間性】
○自他のいのち・人権の尊重
○互いの考えを尊重し、合意形成できる力の育成

○豊かな心を育てる道徳教育の充実
○いじめを許さない指導と取組の充実

　【たくましい心身と実践力】
○安全・安心の学校・地域環境づくり
○危機予防・回避能力の向上
○魅力ある運動実践・体力づくり
○健康な心身を育む食育の推進

 皇子山中学校区の約束
　　  ◆ 身だしなみに気をつけます
　　  ◆ すすんであいさつします
　　  ◆ はきものをそろえます
　　  ◆ 人の話をよく聞きます
　    ◆ しっかりとそうじします
　　　　　　（藤尾小の５つの約束）

＜めざす教師像＞
　「学び続ける教師」（向上心）
　「いつも明るく元気な教師」（積極性・健康）
　「子どもの命・人権を第一に考える教師」（感性）
　「協力・相談し合える教師」（協調性・責任感）

　　　　学校教育目標

  　「ともに学び、心豊かで、
　　　　　　たくましい藤尾の子」

　　ふ：ふかく考え、友と学び合える子ども

　　じ：自他の命と心を大切にする子ども

　　お：おおいに心と体を鍛えるこども

＜児童の実態＞
◆明るく元気で、たてのつながりが強
く、優しい児童が多い。
◆全学年が単級であり、人間関係が固
定化しやすいが横のつながりは深い。
◆自分で考え行動に移すことが苦手な
児童が多い。

＜地域の実態＞
◆京都との府県境に位置し、豊かな歴
史と文化をもつ地域
◆地域・保護者は人間味豊かで学校
教育にはたいへん協力的である。
◆保護者の子育てに対する価値観の
変化とともに、学校への期待や要望も
多様化傾向にある。

＜めざす学校像＞
 ○ 子どもの笑顔があふれ
　　　　  楽しみに登校する学校
 ○ 保護者・地域に信頼される
                      開かれた学校
 ○ 子ども一人ひとりを大切に
       するいじめを許さない学校

　第３期
　大津市教育振興基本計画
「新しい価値と可能性を追求する
　　　　　　大津の教育」
～ 多様性を尊重し自立する人 ～

令和4年度 藤尾小学校経営管理全体計画（構想）
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６ 教育環境

16
教師の学ぶ意欲を促進するOJT研修を行うとともに、授業研修、問題解決対応
研修等実践的な研修、教職研修や職務に応じた研修を主体的に行う。 教職員研修

17 学習にふさわしい教室環境を職員全員が意識し、環境整備を行う。 学習環境整備

18
朝の学習等の時間を確保し、成果を分析しつつ基礎的な学力の向上につなげ
る。 学ぶ力向上

５ 育ちと学び
を支える連携

13
地域の自然・もの・人等の地域資源を積極的に活用する。
情報発信、参観、懇談会等で地域・保護者と積極的に情報の共有を行う。

保護者・地域連携

14
「皇子山中学校区 小中学校の約束」を徹底する。一人一人を大切にした生徒指導。

「こころのふるさと 藤尾小」を意識させる取組、言葉かけを行う。 約束・合い言葉

15 保・幼・小・中、関係機関との連携を密にし、学校の支援体制を充実する。 校園・関係機関連携

４ 基礎・基本

10
「わかる喜び」「教える喜び」を実感できる指導体制・指導方法の工夫改善を行
う。 指導改善

11
家庭学習のすすめ、よくわかる藤尾小等により、学習習慣や生活規律を整え
る。 学習・生活スキル

12
一人ひとりのニーズに応じた個別の指導計画を作成し、適切な指導を行い、校
内就学委員会の充実を図って、学校全体で取り組む姿勢を基本とする。 特別支援教育

３ 安全・安心

7
各教科・道徳の授業・体験的な学習を通して、安全に対する基礎的な知識の習
得と態度の育成を図る。 安全教育

8
規範意識を醸成し、いじめを許さない学校づくりを進める。
藤尾っ子のくらし、いじめ防止基本方針、あいうえおアンケートの活用を図る。
校内における生徒指導体制組織ならびに特別支援教育体制組織の確立と充実を図る

組織的体制

9
教職員が危機管理意識を高め、同僚性を発揮して未然防止に努める。防犯教
室、安全教室、引き渡し訓練の実施 危機管理意識

２ 自他を大切
に

4 生命や人権を尊重する心とそれに繋がる道徳的実践力を育てる活動の展開 人権意識

5
心のサインを見逃さないため、児童アンケートや（毎月）や教育相談旬間（学期
に１回）を実施する。

いじめ対策
教育相談

6
たくましい心と体を育てるための授業や運動遊びを工夫改善し、運動する喜びを
感じる子どもの育成。 体力づくり

2 単元を貫く授業の創造と見通しを示した授業の工夫改善 言語力育成と集団作り

3
プログラミング学習の推進とタブレット等のＩＣＴ機器を活用した魅力ある授業づく
り

ＩＣＴ機器
活用能力の育成

重点目標

１　ICT学習・プログラミング学習の推進し、効果的な学習の在り方を模索する。
２　自他の「いのち・人権」を大切にする心の育成と生徒指導の充実を図る
３　特別支援教育を土台にした教育と校内組織の充実を図る
４　学びに向かう力の向上にむけて、支援・指導方法の工夫・改善を図る
５　地域の恵まれた歴史や自然、人とのふれあいを大切にする。

重点目標 具　体　的　方　策
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１ 主体的・
対話的で
深い学び

1 児童理解を大切にした支持的風土を育てる学級・学年集団作りの実践 肯定的集団の育成

今年度の重点目標及び具体的方策

学校教育目標 ともに学び、心豊かで、たくましい藤尾の子

めざす学校像
〇 子どもの笑顔があふれ、楽しみに登校する学校
〇 保護者・地域に信頼される開かれた学校
〇 子ども一人ひとりを大切にするいじめを許さない学校

学校経営方針

１　「わかる喜び」「教える喜び」を実感する授業を展開し、確かな学力を育てる
２　自分も他人も大切にする豊かな心、健やかな体を育てる
３　当たり前のことが当たり前にできる力を育てる
４　子ども、保護者、地域から信頼される学校をめざす
５　地域の人材や教育資源を活用し、地域に開かれた学校をめざす
６　ＩＣＴ機器活用を意識した学習環境と心地よい生活環境を整備する


